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唐
末
五
代

か
ら
元
、
明

に
か
け

て
の
中
国

に
於
け

る

「
二
十
四
孝
」

の
伝
承

の
変
遷

は
、
中
国

に
残

さ
れ
た
遺
物

だ
け

で
は
十
分

に

明

ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
。

日
本

や
朝
鮮

な
ど
、

周
辺
諸

国
に
伝
え
ら
れ
た
文
物

を
も
総
合
的

に
調
査
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
は

じ

め
て
そ

の
全
貌
が

わ
か

っ
て
く

る
。

そ

の
た
め
の
調
査

の

一
環

と
し
て
、
筆
者

は
日
本

に
伝
来

し
た

「
二
十
四
孝
」

の
諸
本

の
調
査

を
続
け

て
い
る
が
、
本
稿

で
は
そ

の
過
程
で
発
見
し
た

一
つ
の
写
本

を
紹
介

し
た
い
。

 

日
本

に
伝
わ
る

「
二
十
四
孝
」
関
係

の
写
本

は
大
き
く
分
け

て

一
、 

「
孝
行
録
」
系

二
、
独
立
刊
行

の

「
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」
系

三
、 

「
日
記
故
事
」

巻
頭
付
属

の

「
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」
系

の
三
系
統
が
あ

る
こ
と
は
徳

田
進

『
孝

子
説
話
集

の
研
究
』

の
成
果

を

受

け

て
定
論
と
な

っ
て

い
る
。

 

一
の

『
孝
行
録
』

は
、
元

の
至
正
六
年

(
一
三
四
六
)

に
高
麗

の
権
準
が
画
工
に
描
か
せ
た

二
十

四
孝
図
に
李
斉
賢
が
賛

を
付
け
、

1



さ

ら
に
権
準

の
父

の
権
搏
が

三
十
八
条

の
賛
を
追
加

し
て
、
合
計

六
十

二
条

の
孝
子
説
話

か
ら
成

る
書
物

で
あ

る
。
朝
鮮

で
は
権
準

の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

孫

に
あ

た
る
権

近
に
よ
る
注
解
本
が
刊
行

さ
れ

て
ひ
ろ
く
流
布

し
、

日
本

に
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
中
国

に
は
伝
存

し
て
い
な

い
。

し
か
し
、
そ

の
前
半

の
二
十
四
章

の
孝

子

の
顔
ぶ
れ
は
宋

元

の
墓
室
壁
画

に
残
さ
れ
る
孝
子

と

一
致
し
て
お
り
、
宋
元
時
期

の
二
十

四

孝

の
内
容
を
伺
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
。

 

二
の
独
立
刊
行

の

『
全
相

二
十

四
孝

詩
選
』
と
は

『
孝
行
録
』

と
ほ
ぼ
同
じ
頃

に
、
中

国
南
方

で
郭
儀
祖
、
字

は
居
敬

に
よ

っ
て
編

ま
れ
、
遅
く

と
も
明
代

は
じ

め
に
建
陽

の
書
躍

に
よ

っ
て
出
版

さ
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き

る
も

の
で
あ

る
。
現
存
す
る
唯

一
の
刊
本

は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明

の
は
じ

め
、
洪

武
年
間

に
刊
行
さ
れ

た
と
思
わ
れ

る
も

の
の
不
完
本
が
北
京

の
国
家
図
書
館

に
所
蔵

さ
れ

て
い
る
。

そ

の
ほ

か
に
は

日
本

に
残
さ
れ
た

い
く

つ
か
の
写
本
が
、
嘗

て
刊
本
が
日
本

に
伝
来

し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

 

三
は
明
代

も
か
な
り
遅
く
萬
暦
年
間

(
一
五
七
三
-

一
六

一
九
)

に
な

っ
て
か
ら
新

た
に

『
日
記
故
事
』

の
巻
頭

に
合
冊
さ
れ
た
形

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ

で

の

『
全
相

二
十

四
孝
詩
選
』
が
刊
行

さ
れ

る
よ
う

に
な
る
。

こ
の
種

の
刊
本

は
中

国
に
も
日
本

に
も
数
多
く
現
存

し
て
お
り
、

ま
た

寛
文
年
間
以
降
、
和
刻
本
も
多
数
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

 

二
の
独
立

刊
行

さ
れ

た

『
全
相

二
十

四
孝
詩
選
』

の
日
本

へ
の
伝
来

を
裏
付
け

る
写
本
と

し
て
は
身
延
文
庫
蔵

の

「
全
相

二
十

四
孝

詩
選
」
、
川
瀬

一
馬
氏
旧
蔵

の
主
管
衛
門
書
写

の

「
全
相

二
十

四
孝
詩
註
」
、
月
庵

(
一
色
直
朝
)

の

「
新
刊
全
相

二
十
四
孝
之
詩
選
」

な
ど
数
種
が
あ

る
が
そ
れ
ら
は
す

べ
て
文
字

の
み
で

「
全
相
」

と

い
う
題
名
が
示
す
挿

し
絵

は
残
さ
れ
て
い
な

い
。
わ
ず

か
に
龍
谷
大

学
図
書
館
所
蔵

の

「
新
刊
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」
甲
本
が
、
原

刊
本

の
挿

し
絵
を
も
と

に
日
本
人

の
画
家
が
描

い
た
と
思

わ
れ

る
絵
図

を
各
葉

上
部

に
と
ど
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
は
唯

一
の
挿

し
絵
付
き

の
写
本

と
し
て
紹
介

さ
れ
て
ぎ
た
。

 
と

こ
ろ
が

こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ

て
こ
な

か

っ
た
も
う

一
種

の
挿

し
絵

つ
き

の
写
本
が
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫

に
所
蔵
さ
れ

て
い

る
。
筆
者

は
か
な
り
以
前

に
こ
の
写
本

の
書
影
を
入
手

し
て
い
た
が
、
最
近

に
な

っ
て
こ
の
写
本

と
龍
谷
大
学
蔵
本

と
の
関
係

に
気
付

2
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い
た
の
で
あ

ら
た
め
て
紹
介
す

る
こ
と

に
し
た
。

 
本
稿

で
は
ま
ず
、
斯
道
文
庫
所
蔵

の

「
廿
四
孝
詩
」
と
題
さ
れ
た
写
本

の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
、
そ

の
中

の

「
新
刊
全
相

二
十
四
孝
詩

選
」

の
書

影
を
紹
介

し
た

い
。

さ
ら
に

こ
の
写
本
と
龍
谷
大
学
蔵

の
写
本

と

の
関
係
に

つ
い
て
も
考
察

し
て
み
た

い
。

二

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

 

こ
の
写
本

の
存
在

に

つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
、
阿
部
隆

一

『
増
訂
中
國
訪
書
志
』

で
触
れ
ら
れ
て

い
る
だ
け

で
、
詳

し
い
内
容

の
紹
介

は
未
だ
行
わ
れ
て

い
な

い
よ
う

で
あ

る
。
そ

こ
で
ま
ず
書
誌
事
項
を
記
す
。

 

函
架
番
号
0
9
1
/
ト

ー
7
0
/

1

「
廿
四
孝
詩
」
。
線

装
本

で
、
縦

二
〇

・
七

セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
横

一
五

・
六

セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
、

褐

色
表
紙

の
左
肩

に
は

「
廿
四
孝
詩
 
完
」

の
題
籏
。

こ
の
表

紙

は
後
補

の
も

の
と
思

わ
れ
る
が

題
簸

の
右
辺

に
薄
く

「
廿
四
孝
之

図
」

と

い
う
文
字
が
見

え
、
そ

の
上
か
ら
褐
色
が
塗
ら
れ

て
い
る
。
次
ぎ
に
元
来

の
も

の
と
思

わ
れ
る
白
色
内
表
紙
、
左
肩
打
付
け
に

「
二
十
四
孝
」

の
文
字
。
右
肩

に

「
藤
嶋
蔵
書
」

の
蔵
書
印
あ

り
。
内
表
紙
見
開
き
左
隅

に

「
二
十
四
孝
者
延
平
尤
渓
郭
居
敬
撰
」

の

文
字
あ
り
。
虫
喰

い
跡

は
裏
打

ち
補
修
さ
れ
、
最
終
篇

の
上
部

は
断

ち
切
ら
れ

て
い
る
な
ど
、
何
度

か

の
改
装

を
経
た
と
思
わ
れ
る
。

 

挾

み
込

ま
れ
た
紙
片

に
よ
れ
ば

「
昭
和
三
十
九
年

三
都
古
典
連
合
会
大
入
札
会
」

で
購
入
さ
れ

た
事
が
知
ら
れ
る
。
同

入
札
会
目
録

を
調

べ
る
と
四
十

四
頁

に

「
新
刊
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」
 

「
足
利
時
代
写
、
図
入
、
版
本

は
傳
存
極
稀
」
と

し
て
此

の
書

の
第
六
丁
裏

と

七
丁
表

の
写
真
が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

 

本
文

は
①

「
新
刊
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」
、 

(
第

一
丁
か
ら
第

六
丁
)
、

こ
の
部
分

の
み
や
や
厚
手

の
黄
色
が

か

っ
た
用
紙
を
用

い
て

い
る
。
②

「
二
十

四
孝

詩
」
、

(
第
七
丁
か
ら
第
八
丁
)
。
③

「
二
十

四
孝
傳
」
、

(
第
九
丁
か
ら
第
十

一
丁
)
。

こ
の
第
十

一
丁

の
最
後

に
は
次

の

「
二
十
四
孝
之
詩
」

と
同
筆

と
思
わ
れ

る
筆

で

「
従
此
張
前
拾
壱
枚
仁
如
和
尚
自
筆
」

の
書
き
込
み
が
あ
る
。
④

「
二
十

四

3



孝

之
詩
L
(
第
十

二
丁
か
ら
第
十
五
丁
)
、
⑤
無
題

(
第
+
六
丁
か
ら
第

二
十
丁
)
、
⑥
無
題

(
第

二
十

一
丁

か
ら

二
十

二
丁
)
、
⑦

「
二

十
四
孝
」
 
(
第

二
十
三
丁
か
ら

二
十

六
丁
)

の
七
篇
か
ら
成
る
。

 

①

は
こ
れ

か
ら
紹
介
す

る
挿

し
絵
付
き

の
写
本
。
②

は
北
山
俊
承

「
票
順
分
椹
」

を

は
じ

め
と
す
る
禅
僧

に
よ
る
詩
、

二
十

四
首

を

並
べ
る
。
③

は

「
感
蛸
明
目
」
 
(
晋
、
盛
彦
)
 
「扇
枕
温
被
」
 
(
後
漢
、
黄
香
)
な
ど

の
孝
子

の
伝
、

二
十

五
話
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
孝
子

に
は
郭
居
敬
撰

「
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」
所
収

の
孝
子
と

は

一
致

し
な

い
も

の
も
含
ま
れ
て

い
る
。

 

前
述

の
第
十

一
丁
最
後

の
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
、
①
②
③

は
す
べ
て
、
天
文
十
三
年

(
一
五
四
四
)

か
ら
天
正

二
年

(
一
五
七
四
)

ま
で
相
国
寺
鹿
苑
院

の
第

九
十

一
世
塔

主
職

を

つ
と

め
た
仁
如
集
発

(
一
四
八
三
-

一
五
七
四
)

の
自
筆

と
み
る
こ
と
が

で
き

る
。
但

し
①

の
用
紙

は
他
と
異

り
、
字
体
も
②
③
と

は
異

っ
た
楷
書
体

で
あ
る

こ
と

か
ら
、
仁
如
が
他

に
依
頼

し
て
絵
図
と
共

に
書

写

さ
せ
た

可
能
性

も
否
定

で
き
な

い
。

 
④

は
大
舜

を
は
じ

め
と
す

る

「
全
相

二
十

四
孝
詩
選
」
所
収

の
二
十
四
人

の
孝
子
及
び
伯
愈

に
関
す

る
五
言
詩
と
伝
を
記
し
た
も

の

で
あ

る
が
、
郭
居
敬
撰

の

「
詩
選
」

の
五
言
詩

と
な
ら
ん
で
、
異
な

っ
た
五
言
詩
が
併

記
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
す

べ
き
写

本

で
あ

る
。

ま
た
、

伯
愈

に
つ
い
て
は
後
述

の
龍
谷
大
学
蔵
本

と
共
通
す

る

別
種

の
刊
本

か
ら
写
さ
れ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

⑤

は

「
通
鑑
」 

「
孔
子
家
語
」
 

「事
文
類
聚
」 

「
孝
子
傳
」 

「
蒙
求
」
 

「
傳
灯
録
」 

「
氏
族
排
韻
」
 

「
列
女
傳
」 

「
高
土
傳
」 

「
千
字
文
」

な
ど

の
中

国

の
書
物

か
ら
孝
子
に
関
す

る
話
を
抜
き
書
き
し
た
も

の
。
⑥

は
二
十
四
首

の
孝
子
に
関
す
る
五
言
詩

を
あ

つ
め
た
も

の
。

詩

の
作
者

は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
⑦

は

二
十
四
人

の
孝
子

の
故
事
を
記

し
た
も

の
で
あ

る
が
孝
子

の
顔

ぶ
れ

は
郭
居
敬

の

「
詩
選
」
と

は

一
致

し
な

い
。

 
①

以
外

の
六
篇

に
も
探

求
す

べ
き
興
味
深

い
問
題
が
多

々
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
本
稿

で
は
と
り
あ
え
ず
①

の

「新
刊
全
相

二
十

四
孝

詩
選
」
写
本

に
し
ぼ

っ
て
紹
介

と
考
察
を
進

め
る
こ
と

に
す

る
。

4
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三

 

 

ま
ず
内
表
紙

の
裏

に
あ
た
る
見
開
き
左
下
に

「
二
十

四
孝
者
延
平
尤
渓
郭

居
敬
撰
」

の
文
字
が
あ
り
、
次
ぎ
に
第

一
丁
か
ら
刊
本
を

写

し
た
と
思

わ
れ

る
上
図
下
文

の
写
本
が
始
ま
る
。
十
九

べ
ー
ジ

か
ら

三
十

一
ペ
ー
ジ
に
掲
げ

る
書
影
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
を
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

存
す

る
唯

一
の
刊
本

で
あ

る
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

の
第

一
丁
と
比
較

し
て
み
る
と
、
国
家

図
書
館
本

で
は

「
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」
、

斯
道
文
庫
本

は

「
新
刊
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」

で
あ
る
。
斯
道
文
庫
本

は
国
家
図
書
館
本
よ
り
後

に
新

た
に
版

を
起

こ
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
国
家

図
書
館
本

で
は
題
目

の
後

に

「
延
平
尤
渓
郭

居
敬
撰
」

の
文
字
が
あ
り
、
斯
道
文
庫
本

に
は
そ
れ
が
無

い
。

お
そ
ら
く
原
本

に
は
あ

っ
た
も

の
で
そ

の
た
め
内
表
紙
見
開
き

に
前
述

の
文
字

を
書
き
加
え

た
の
で
あ

ろ
う
。
挿

し
絵

は
新

し
く

書

か
れ
た
も

の
、

下

の
文
章
も
後
述

の
よ
う
に

い
く

つ
か
改
変
が
見

ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
次
ぎ

に
三
十

二
ぺ
ー
ジ

に
同

じ
く
挿

し
絵

つ
き

の
写
本

で
あ
る
龍
谷
大
学
所
蔵

の
甲
本

の
第

一
丁
を
示
す
。

こ
れ

で
見

て
も
わ
か
る

よ
う

に
龍

大
本

の
挿

し
絵

は
原

刊
本

の
絵
を
日
本
風

に
書
き
換

え
た
も

の
で
あ

る
。
そ

し
て
原
刊
本

で
は

一
頁
に
お
さ

め
ら
れ
て

い
た

二
孝
子

の
故
事
を
、

一
孝
子
ず

つ
に
改

め
て
い
る
。

 

以
上

の
二
本

に
、
先
述

の
北
京
国
家
図
書
館
蔵
刊
本

及
び
龍
谷
大
学
所
蔵

の
乙
本
を
加
え

た
四
本
を
、
成
立
時
期

の
順
序

に
な
ら

べ

る
と
、
①
北
京
国
家
図
書
館
蔵
刊
本

(
以
後

A
本
と
よ
ぶ
)
、
②
斯
道
文
庫
蔵
本

(
以
後

B
本
と

よ
ぶ
)
、
③
龍
谷
大
学
蔵
甲
本

(
以
後

C
本
と
よ
ぶ
)
、
④
龍
谷
大
学
蔵
乙
本

(
以
後

D
本
と

よ
ぶ
)

の
順

に
な
る
で
あ

ろ
う
。

 

こ
の
四
種

の
テ
キ

ス
ト
を
全
体

に
わ

た

っ
て
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
次
表

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

た
。
な

お
、
A
本

の
孝
子

の
配
列

は
他

の
三
本
と

は
異
る
が
、

こ
こ
で
は
他

の
三
本

の
配
列
順

に
並
べ
た
。
文
字

の
異
同

に

つ
い
て
は
、
俗
字

・
異
体
字

・
略
字

に

つ
い

て
は
同

一
字
と
見

な
し
た
。

5



一
孝
子
五

国
家
図
書
館
本
囚

斯
道
文
庫
本
個

龍
大
甲
本
◎

龍
大
乙
本
働

大
舜

一
ア

一
〇

漢
文
童

ア
天

難

怠
湯
薬
必
暑

34

丁
蘭

孟
宗

ウ イ アエ ㊥ イ ア

形
容
在
日
身

以
報
本

蘭
見
之

須
奥
春
荷
出

泣
而
告
天

地
上
出
筍
数
茎

持
帰
作
義
以
供
母

○奉
養
無
怠
薬
必
親
嘗

○
厨

に
同
じ

○
厨

に
同
じ

形
容
在
日
新

以
報
其
本

蘭
帰
見
之

須
臭
春
箏
出

泣
竹
而
告
天

㈹
に
同
じ

持
帰
作
養
供
母

㈲

に
同
じ

㈲

に
同
じ

圖
に
同
じ

個

に
同
じ

㈲

に
同
じ

囚

に
同
じ

圖

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

国
に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ

地
上
箏
数
茎

㈲
に
同
じ

6

関
損

一
⑦

一
欲
遣
後
母

曾
参

㊥ ㊥ イ ア

肩
薪
帰
未
晩

名
参
字
子
與

貧
無
具
母
歯
其
指

即
採
薪
以
帰

一
囚

に
同
じ

負
薪
帰
来
晩

名
参
字
恭
輿

貧
無
具
母
噛
其
指

即
負
薪
帰

囚
に
同
じ

㈲
に
同
じ

個
に
同
じ

貧
無
具
母
超
其
指

即
負
薪
以
帰

[
欲
遺
後
母

78

王
祥

老
莱
子

エ ウ ④ ア

 

⑦イウ

不
慈
欲
譜
之

母
常
欲
食
生
魚

祥
臥
氷
上
水
忽
自
解

毎
氷
凍
天
暁
有

著
五
練
編
欄
衣

戯
於
親
期

為
親
取
食
上
堂

不
慈
数
譜
之

母
嘗
欲
生
魚

祥
剖
氷
求
之
氷
忽
自
解

毎
氷
凍
天
寒
有

身
有
?
色
斑
欄
之
衣

戯
於
親
側

為
親
常
取
食
上
堂

個
に
同
じ

囚
に
同
じ

働
に
同
じ

個
に
同
じ

身
省
五
色
斑
瀾
之
衣

個
に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ

㈲
に
同
じ

◎
に
同
じ

◎
に
同
じ

岡
に
同
じ

囚
に
同
じ

働
に
同
じ

㈲
に
同
じ

身
省
五
色
編
瀾
之

働
に
同
じ

個
に
同
じ

6
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910

姜
詩

㊥ イ ア

妻
奉
順
尤
謹

夫
婦
當
力
作

湧
泉
味
如
江
水

菖

谷

一
⑦

一
無
し

崔
南
山
家
之
盛
室
比

唐
夫
人
事
姑
至
孝

皆
如
新
婦
愛
敬

奉
順
尤
篤

夫
婦
常
力
作

湧
泉
如
江
水

宋
時
人

崔
山
南
家
之
盛
郷
族
筆
比

唐
夫
人
事
姑
孝

皆
得
如
新
婦
孝
敬

国
に
同
じ

個
に
同
じ

囚
に
同
じ

唐
夫
人

側
に
同
じ

個
に
同
じ

囚
に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

囚

に
同
じ

11

㊥ ④ ア

一
宋
朝
人

皆 囚(B)
得 に に
如 同 同
新 じ じ
婦
愛
敬

12

楊
香

ア

○

0

0

0

1314

董
永

黄
香

エ ウ イ ア

天
妃
晒
上
迎

来
為
永
妻

令
織
縁
三
百
匹

我
天
之
織
女

イ ⑦

年
九
歳
而
失
母

暑
則
扇
其
床
枕

天
姫
陪
上
迎

求
為
永
妻

令
織
絹
三
百
疋

我
天
上
之
織
女

九
歳
失
母

暑
則
扇
其
枕
席

圖
に
同
じ

個
に
同
じ

㈲
に
同
じ

個

に
同
じ

軌
繊

母

個

に
同
じ

圖

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

聞韓

15

王
褒

一
⑦

一
無
し

一
鑑

薙

一
毎
遇
蔑

◎

に
同
じ

1s

郭
巨

一
⑦

一
無
し

7

可
再
毒

不
可
再
得

一
子
可
再
得
母
不
可
再
得

17

[
朱
壽
日三

二

無
し

0

0

 
に
 
じ

一
〇

1819

劉
子

票
順

ウ ④ ア

 

アイ

州
子
父
母

入
鹿
群
之
中

告
斬
乃
免

黒
椹
奉
萱
聞

告
米
贈
君
帰

刻
子
父
母

入
鹿
群
中

告
訴
乃
免

黒
椹
奉
親
聞

牛
米
贈
君
帰

働
に
同
じ

囚

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

倒

に
同
じ

㈲

に
同
じ

囚

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ

個

に
同
じ
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20

庚
賠
婁

② ㊥ ウエ ウ イ ア

王
葬
未
天
下

順
拾
桑
椹
赤
黒
異
器

遺
米
三
斗

即
棄
官
帰
父
疾

但
普
糞
苦
則
為
佳

贈
婁
嘗
之
甜
滑

至
夕
稽
願
此
辰

王
葬
末
天
下

順
拾
椹
黒
赤
異
器

遺
米
二
斗

即
棄
官
帰
家
父
疾

但
嘗
糞
甜
則
苦
為
佳

賠
婁
轍
取
嘗
之
味
輯
甜
滑

至
夕
稽
類
北
辰

国
に
同
じ

順
拾
桑
椹
黒
赤
異
器

遺
米
三
斗

個
に
同
じ

㈲
に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ

働

に
同
じ

◎
に
同
じ

遺
米
二
斗

個

に
同
じ

国

に
同
じ

㈲

に
同
じ

圖
に
同
じ

12

呉
猛

ア

去
巳
而
箆
其
親
也

一
去
己
而
噛
其
親
也

個

に
同
じ

一
鯉

同
じ

22

張
孝
張
禮

ア

碩
伐
弟
死

一
願
代
蓉

個
に
同
じ

厨

に
同
じ

2324

田
真

陸
績

oOイ ア

夜
議
許
分
為
三

聞
分
研
尚
如
此

陸
績
字
公
組

賓
客
見
懐
橘

夜
議
研
分
為
三

聞
分
研
尚
如
此

陸
績
字
公
紀

賓
客
而
懐
橘

夜
議
研
分
為
三

囚
に
同
じ

圖

に
同
じ

個

に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ

個
に
同
じ
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こ
の
表

か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、

A
本

に
欠
落

し
て

い
る
黄
山
谷
、
王
褒
、
郭
巨
、
朱
寿
昌

の
四
話
を
除
く

二
十
話
中
、
十

八
話

に
は

す

べ
て
何
ら

か
の
改
変
が
見
ら
れ
、
そ

の
改
変

の
仕
方

は
B
本
、
C
本
、
D
本

で
は
ほ
ぼ
同

一
で
あ

る
。
た
だ
そ

の
中

に
も
表
中

の
ア
イ

ゥ

を
○

で
か

こ
ん
だ
部
分

の
よ
う

に
B
、

C
、

D
本

の
相
互

の
間

に
多
少

の
相
違
が
見
ら
れ
る
も

の
が
あ

る
が

、
そ
れ
ら

は
皆
ど
ち
ら

か

の
単
純

な
文
字

の
脱
落

や
書
き
間
違

い
と
思

わ
れ

る
も

の
で
あ
る
。

A
本
以
外

の
三
本

の
間

に
内
容

に
関

わ
る
重
要
な
相
違

は
見
ら

れ

な

い
。

三
本

は
同

一
の
系
統

に
属
す

る
と
見
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

た
だ
、

D
本

は
基
本
的

に
C
本

を
筆

写
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、

独
自

に
朱
点
、
訓
点
、

送
り
仮
名
、
書
き
込

み
を
加
え
て
お
り
他
書
を
も
参
照

し
て
独
自

に
校
訂

し
た
形
跡
が
う

か
が

わ
れ

る
。

た
と

え
ば

8
老
莱

子

の
⑦
や
11
唐
夫
人

の
◎

は
、

A
本
と
共
通
す
る
部
分
が
あ

り
、
そ

の
ほ
か
に
も

A
本
系
統

の
写
本
を
参
照

し
た
か
と
思
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わ
れ

る
書
き
込

み
が
あ
る
。

 

さ
ら
に
三
本

の
挿

し
絵

の
比
較

を
行
え
ば
、

興
味
深

い
問
題
が

い
く

つ
か
発
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

3
丁
蘭

で
は
A
本

お
よ
び

B
本

で
は
画
面
左
側

に
立

つ
人
物

は
女
性

で
、
よ
く
見
る
と
針
状

の
も

の
を
手

に
持

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
文
中

に

「
其
妻
不
敬
以
針
刺
之
」

と
あ

る
丁
蘭

の
妻
を
描

い
た
も

の
ら
し
い
。

し
か
し
C
本
で
は
人
物

は
右
側

に
立

ち
、
明

ら
か
に
丁
蘭
を
描

い
て
い
る

(
図

M
)
。

4

孟
宗

で
は
A
本
と

B
本

で
は
構
図
が
大
ぎ
く
異
な

っ
て

い
る
。

B
本
と

C
本

は
構
図
が
似

て
い
る
が
C
本

は
雪
景
色
を
強
調

し
て
い
る

点

が
異
な
る

(
図
N
)
。
10
黄

山
谷
で
は
黄
山
谷
が
提
げ

て
い
る
溺

器

の
形
が
異
な

っ
て

い
る

(
図
0
)
。

11
唐
夫
人
で
は
傍

ら

に
立

つ

の
が

A
、

B
本

で
は
召
使

い
ら
し
い
人
物

で
あ

る
が
C
本

で
は
子
ど
も

で
あ

る

(
図
P
)
。

12
楊
香

で
は
、

虎

に
た
ち
む

か

っ
て
い
る

中
央

の
子
供

の
性
別

は
不
分

明
だ
が
、
C
本

で
は
明
ら

か
に
男
児

に
な

っ
て
い
る

(
図
Ω
)
。
13
董
永
で
は
A
、
B
本

は
室
内

の
場
面
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ

が
、

C
本

で
は
戸
外

の
場
面

に
な

っ
て

い
る

(
図

R
)
。

16
郭
巨

で
は
掘
り
出
さ
れ
た
黄
金
が

C
本

で
は
釜

に
な

っ
て
い
る

(
図

S
)
。

19
票
順

で
は
C
本

で
は
か
ご
が
も
う

一
つ
付
け
加
え
ら
れ
、

牛
蹄
が
加
わ

っ
て
い
る

(
図

T
)
。

他

の
絵
図
も
詳
細
に
検
討

す
る
な
ら

興
味
深

い
問
題
が
あ

る

の
だ
が
、
総

じ
て
言
え
ば

A
本
と

B
本

は
構
図
や
人
物

の
配
置
で
共
通
点
が
多

い
。

C
本

は
他

の
二
十

四
孝

図

を
も
参
考

に
し
て
人
物

の
配
置
や
服
装
を
書
き
換

え
て
お
り
、
和
様
化

の
傾
向
が
著

し
い
。

 
以
上

の
よ
う
に
挿

し
絵

に
は
大
き
な
改
変
が

み
ら
れ
る
も

の
の
、

テ
キ

ス
ト
か
ら
み
る
と
、

B
.
C
.
D
本

は
、
同

一
の
系
統

の
本

を
も
と

に
書

写
さ
れ

た
可
能

性
が
高

い
と
推
定

で
き

る

の
だ
が
、
さ
ら
に
こ
の
推
定

を
裏
付
け

る
の
が
両
写
本
を

め
ぐ

る
人
間

の
関
係

で
あ

る
。

9



龍
谷
大
蔵
写
本
 
甲
本

 
 
丁
蘭
 

 

(図

M
)

孟
宗

(図

N
)
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黄
山
谷

(図

0
)

唐
夫
人

 
 

(図

P
)

11



楊
香

(図

Q
)

董
永

(
図

R
)

ユ2
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郭
巨

(
図

S

)

察
順

(図

T

)

13



四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ω

 

龍
谷
大
学
蔵
本

に
は
前
述

の
と
お
り
、
挿

し
絵
付

き

の
甲
本

と
文
字

の
み

の
乙
本
が
あ
り
、
両
本

の
複
製
本
が
出
版

さ
れ

て

い
る
。

同
書

に
お
さ

め
ら
れ
た
禿
氏
祐
祥
氏

の
解
説

に
よ
れ
ば
甲
本

の
筆
写
年
代

は
室
町
時
代
中
期
、
本
文
と
図
絵

は
同
筆

で
あ

ろ
う
と
推
定

さ
れ

て
い
る
。

 

甲

乙
両
本

と
も

に
大
舜

に
始
ま
り
陸
績

に
終

わ
る

「
二
十
四
孝
」

の
後

ろ
に
伯
愈

の
頁
が
あ

り
、
甲
本

で
は

「
或
本
無
黄
山
谷
有
伯

愈
」

の
注
記
が
あ

る
。
両
本
と
も

に
そ

の
後

に
は
八
景
詩

八
首
、

玉
澗
詩
四
種
、
牧
渓
書

三
幅

の
賛
、
子
庭
作
石
菖
蒲

の
賛
、
虚

堂
禅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住跡

師

の
詩

一
首
が
写
さ
れ
て

い
る
。

 

禿
氏
祐
祥
氏

に
よ
れ
ば
、
乙
本

の
巻
尾

に
本

願
の
鼎
印
と
光

昭

の
方
印
が
押
さ
れ

て
い
る
こ
と

は
、
慶
長
元
和

の
頃
、
西
本

願
寺
第

十

二
代

の
法
主

で
あ

っ
た
准
如
上
人

の
手
沢
本

で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
頃
、

甲
本
と
共
に
他
か
ら
入
手
し
た
も

の
で
あ
ろ

う
と

さ
れ

て
い
る
。
以

上
が

こ
れ
ま

で
に
明
ら
か
に
な

っ
た
龍

谷
大
学
蔵

写
本

を
め
ぐ

る
事
実

で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
し
な
と
き
つね

 

本
稿

で
は
准
如
上

人

の
も
と

に
甲

乙
両
本

の
原
本

を
も
た
ら
し
た
人
物
と

し
て
山
科
言
経

を
想
定

し
、
次
ぎ

に
そ

の
周
辺
を
探

っ
て

 
 
 
 
 
 

 

み
る
こ
と
に
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
き
つぐ

 

山
科
言
経

は
天
文

十

二
年

(
一
五
四
三
)

正

二
位
権
大
納
言

山
科

言
継

の
息
子
と

し
て
生
ま
れ
、
天
正
三
年

(
一
五
七
五
)
冷
泉
為

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
き
お

益

の
女

を
嬰

り
、

翌
五
年
長
子
言
緒

を
得

た
。

天
正
十

三
年

(
一
五
八
五
)
六
月
、

お
そ
ら
く

は
所
領
を
巡

る
争

い
の
た
め
勅
勘

を
蒙

り
、
家

屋
を
売

り
払

っ
て
妻

の
姉

の
嫁
ぎ
先

で
あ
る
興
正
寺
顕
尊
佐
超
と
そ

の
母

の
本

願
寺
顕
如
光
佐
室

を
頼

っ
て
摂
津
中
島

に
居
を

構

え
た
。

さ
ら
に
天

正
十
九
年

に
秀
吉

の
命

で
本
願
寺
が
京
都

に
移
転
す
る
と
言
経
も
京
都

に
移

っ
た
が
そ

の
際

に
も
光
佐

や
佐
超

か

ら

の
援
助

を
受
け

た
。
言
経

は
漢
方
医
術

の
治
療
を
行

い
、
和
漢

の
古
典

に
関
す
る
学
識
、
家
職

で
あ

る
衣
紋
に

つ
い
て

の
知
識
や
、

14
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豊
臣
、
徳
川
家
と

の
広

い
人
脈
な
ど
で
本

願
寺

に
と

っ
て
も
有
用
な
人
物

で
あ

っ
た
ら
し

い
。
そ

の
日
記

で
あ

る

『
言
経
卿

記
』

に
は

佐

超
室
や
光
佐
室

の
名

が
多
く
登
場
す
る
が
、
そ
れ
に
伴

っ
て
、
准
如
光
昭

の
名
も
頻
出
す

る
。
光
昭

は
天
正
五
年
、
顕
如
光
佐
と
そ

の
室
如
春

の
三
男
と

し
て
生

ま
れ
、
後

に
佐
超

の
女
と
結
婚
す

る
。
顕
如
光

佐

の
長
男
が
教
如
光
寿
、
次
男
が
顕
尊
佐
超

で
あ

る
。
山

科
言
経
と
准
如
光
昭

は
こ
の
よ
う
に
光
佐
室

お
よ
び
佐
超
室
を
通
じ
て
密
接
な

つ
な
が

り
が
あ

っ
た
上

に
、
言
経

の
長
子
山
科
言
緒
と

准
如

は
同
年

の
生
ま
れ
と

い
う

こ
と

で
親
近
感

も
強

か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。 

『
言
経
卿
記
』

で
は
、
天
正
十
四
年
七
月

一
日
に

「
西
御

方

へ
阿
茶
丸
礼

二
進
了
、

瓜
廿
、

又
御
児
様

へ
犬

ハ
リ

コ
三
十
進
上
了
。
」

と
い
う
記
事
を
初

出
と

し
て
、

し
ば

し
ば

「
御
児
様
」

の

呼
称

で
登
場

し
、
言
経
が
そ

の
衣
冠

に
つ
い
て
の
相
談
役

を
務

め
た
り
、
笙

を
教

え
た
り
、
光
昭
が
踊

り
や
演
能
見
物

に
言
緒
を
誘

っ

た
り

し
て

い
る
記
事
が
見
え

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈹

 

さ
て
、 

『
言
経
卿
記
』

に
は
徳

田
和
夫
氏
も
指
摘
す

る
よ
う

に

「
二
十
四
孝
」

の
語
が
次

の
六
ヵ
所

に
現
れ
る
。

 

(
一
)
天
正
十
七
年

(
一
五
八
九
)
十

一
月
十

二
日
。
城
俊

来
、

廿
四
孝
可
校
合
之
由
有
之
間
、
教
之
、
満

一
勾
当
同
道
了
。

 

こ
の
城
俊
と

い
う
人
物

は

『
言
経
卿
記
』

の
他

の
部
分
に
も
頻
出

し
、

と
き
に

「
座
頭
」
 

「
勾
当
」

の
呼
称

で

呼
ば

れ
て

い
る
が

 

じ
よ
う
か
た
り
ゆ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
05

「
城

方

流

の
語
り
手
座
頭

で
あ
る
」
と

い
う
。

城
俊
が
廿

四
孝

を
校
合

し
た
い
と

い

っ
て

き
た

の
で
言
経
が

教

え
た
と

い
う
こ
と

で

あ

ろ
う
。

 

(
二
)
天
正
十

八
年

(
一
五
九
〇
)
十
月

四
日
。
城
俊
門

マ
デ
罷
向
了
、

二
十

四
孝
詩
令
借
用
了
。

 

こ
こ
で
は
言
経
が
城
俊

の
家

の
門

ま
で
赴

い
て

「
二
十
四
孝
詩
」

を
借
用

し
て

い
る
。

 

(
三
)
同
年
十

一
月
廿
七
日
。
梅
庵

へ
罷
向
、

廿
四
孝

カ
ナ
注
令
借
用
了
。

 
梅
庵

は
大
村
由
己
。

豊
臣
秀
吉

の
御
伽
衆
と

し
て
活
躍
し
、 

『
天
正
記
』

の
作
者
と
し
て
も

有
名
な

人
物

で
あ
る
。

言
経

は
こ
の

日
、
大
村
由

己

の
も
と
を
訪
れ

て

「
廿
四
孝

カ
ナ
注
」

な
る
書
物

を
借
り

て
い
る
。
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(
四
)
天
正
十
九
年

(
一
五
九

一
)

二
月
五
日
。
梅
庵

ヨ
リ
朝
ロ

カ

ユ
可
振
舞
之
由
有
之
間
、
則
罷
向
了
、
後
刻

四
同
被
行
了
、

二

十

四
孝
詩
注
、
伊
勢
物
語
注
、
同
寄
注
等
、
懐
需
等
返
了
、

又
造
遙

院
短
冊
所
望
間
、

一
枚
等
遣
了
。

 

こ

の
日
、

言
経

は
大
村
由
己
に
招

か
れ

て
行
き
、 

コ

一十
四
孝
注
L
そ

の
他

の
書
物

を
返
却
し
て
い
る
。

 

(
五
)

文
禄

元
年

(
天
正

二
十
年
、

一
五
九

二
)

二
月

二
日
。
西
御
方

へ
廿
四
孝
屏
風
、

カ
タ
く

、
阿
茶
丸
借
用
申

云

々
、
絵
相

写
之
云

々
。

 

西
御
方

と

は
佐
超
室
、
阿
茶
丸

は
言
緒

の
幼
名
で
あ

る
。
言
緒

は
当
時
十
六
歳

で
あ
る
が
、
言
経
を
通

じ
て
佐
超
室

か
ら

二
十

四
孝

屏
風

を
借
り
受
け
、
絵
相

を
模

写
し
て
い
る
。
言
緒
が
何

の
た
め
に
二
十

四
孝
屏
風

の
絵
相
を
写

し
た
の
か
、
も
し
か
す

る
と
龍
大
蔵

甲
本

は
言
緒

の
筆

か
、
な
ど

の
想
像
も
巡
ら
し
た
く
な
る

の
だ
が
、
断
定

は
で
き
な

い
。

 

(
六
)
慶

長
三
年

(
一
五
九

八
)
九
月

十
日
。
冷
泉
千
壽

へ
十
四
孝
書
之
閉
之
進
了
。

 

冷
泉
千
壽

は
言
経

の
室

の
弟

で
あ
る
冷
泉
為
満

の
長
男
為
頼

の
幼
名
。
為
頼

は
文
禄

元
年

の
生

ま
れ

で
あ

る
か
ら

こ
の
時

六
歳

で
あ

る
。
言
経

は
六
歳

の
為
頼

の
た
め
に
廿
四
孝

を
書
写

し
て
綴

じ
て
贈

っ
て
い
る
。

言
経
は
平
家
物
語
そ

の
他
を
書
写

し
た
り
、

人

に
読

ん

で
や

っ
た
り
、
疑
問

に
答
え

た
り

し
て

い
る
な
ど
、

古
今

の
書
物

に
つ
い
て

の
造
詣
が

深

い
の
だ
が
、 

二
十

四
孝

に

関

し
て
は
梅

庵

、
大
村
由

己
か
ら

い
ろ
い
ろ

の
書
物

を
借
り

て
い
る

こ
と
が

わ
か
る
。
大
村
由
己

は
播
州

の
人
。
長

じ
て
相

国
寺

の
仁
如
集
尭

に
参

し
、
諸
家

の
門

を
叩

い
て
和
学
並
び

に
歌
道

を
修
め
、
後

に
は
当
代

に
お
け

る
外
典
第

一
の
学
者
と
呼
ば
れ
た
。
号
を
梅
庵
、

ま
た
藻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑬

虫
斎

と

い
う
。
天
正
初
年

よ
り
秀
吉

に
仕
え

て
御
伽
衆

の

一
人

に
加
え
ら
れ
、
大
阪

天
満
宮

の
別
当
を
兼
ね
た
。
慶
長
元
年
没
す
。

 
由

己
が
相
国
寺

に
入
り
仁
如
集
尭

の
も
と

に
い
た
時
期

は
不
明
だ
が
、
幼
年

か
ら
壮
年

に
至

る
か
な
り
長

い
期
間
、
相
国
寺

で
学

ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

αの

で

い
た

こ
と
が
現
存

の
諸
資
料

か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
。

 

大
村
由

己
が
、
仁
如
集
尭

の
も
と

で

「
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」

の
原
刊
本

を
目
に
し
、
何

ら
か
の
形

で
原
刊
本
も

し
く

は
そ

の
写
本

16
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を
手
元
に
所
持
し
て

い
た
可
能
性

は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
斯
道
文
庫
本

と
龍

大
蔵

の
甲
乙
両
写
本
と

は
、
大
村
由
己
、

山
科
言
経
と

い
う

二
人

の
人
物

を
仲
介
者

と
し
て
極

め
て
近

い
関

係
を
持

っ
た
写
本

で
あ

る
と

い

っ
て
さ
し

つ
か
え
な

い
で
あ

ろ
う
。

 
さ
ら
に
も
う

一
つ
、
斯
道
文
庫
本

と
龍
谷
大
学
本
と

の
密
接

な
関
係
を
示
す

の
は
、
龍

大
本

の
後

ろ
に
付
け
ら
れ
た
八
景
詩
八
首
、

玉
澗
詩
四
種
、
牧
渓
書

三
幅

の
賛

で
あ

る
。
堀
川
貴
司
氏

に
よ
れ
ば
、
東
山
文
庫

に
伝
え
ら
れ
た
抄
物

「瀟
湘

八
景
詩
抄
」

に
は
玉
澗

の
書

の
賛

で
あ

る
八
景
詩

八
首
、
お
よ
び
、

同

じ
く

玉
澗
書

の
賛

の

「
枯
木
」

二
首

「
万
里
江
山
」
 
「
薄
暮
」
、

牧
渓
書

の
賛

で
あ

る

「
漁
夫
」
 

「
船
子
」
 

「
布
袋
」

計
十
五
首

お
よ
び
そ

の
解
説
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
最
後

に
仁
如
集
尭

の
永
禄
甲
午

(
元
亀

元
年

一
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

七
〇
)

の
蹟
文
が
あ

る
と

い
う
。
そ

こ
で
東
山
文
庫
蔵

の

「瀟
湘

八
景
詩
抄
」

を
検
討

し
た
と

こ
ろ
、

そ

の
十
五
首

の
賛

は
す
べ
て
龍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫①

大
写
本

の
も

の
と

一
致

し
た
。
堀
川
氏

の
解
読

に
よ
れ
ば

「瀟
湘

八
景
詩
抄
」

の
最
後

に

つ
け
ら
れ
た
仁
如
集
尭

の
践

は
、
東
福
寺

二

一
八
世

の
惟
杏
永
哲
が
十

五
首

の
難
解
な
画
讃

に
註
脚
を

つ
け

て
仁
如
集
発

に
示

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
抄
物
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら

み
る
と
龍
大
所
蔵

の
二
本

の
後

ろ
の
十

五
首
も
、
仁
如
集
尭
所
蔵

の
写
本

か
ら
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と

い
え
よ
う
。
な
お
龍
大
本

に
は
こ
の
十

五
首
以
外

に
子
庭
作
石
菖
蒲

の
賛
、
虚
堂
禅
師

の
偶

一
首
が
付

さ
れ
て

い
る
。

 
以
上

の
点

か
ら
み
て
、
斯
道
文
庫
本
と
龍
谷
大
学
蔵
甲

乙
本

と

の
間

に
は
密
接

な
関
係
が
あ

り
、
龍
大
乙
本

に

「
時
嘉
靖

二
十
五
年

乙
巳
年
刊
」
と

い
う
記
述
が
あ

る
の
で
、

こ
の
三
本

は
と
も
に
嘉
靖

二
十
五
年
刊
本
系
統

の
写

し
で
あ

る
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

註①
 
徳
田
進

『孝
子
説
話
集

の
研
究
i
二
十
四
孝
を
中
心
に
ー
』 
(
昭
和

 
三
十
八
年
、
井
上
書
房
)
、
母
利
司
朗

「『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
考
-

 
日
本
近
世
に
お
け
る

『
二
十
四
孝
』
享
受
史
の
諸
問
題
1
」
(『
東
海
近

 
世
』
第
四
号
、
平
成
三
年
九
月
)

②
 
権
近
校
注

『孝
行
録
』

の
刊
本
は
日
本
国
内
で
は
尊
経
閣
文
庫
、
関

 
西
大
学
内
藤
文
庫
、
天
理
大
学
図
書
館

に
所
蔵
が
あ
る
。
ま
た
写
本

に

 
は
東
大
図
書
館
所
蔵

の
狩
谷
液
斎
旧
蔵
書

そ
の
他
何
種

か
が

存

在

す

 
る
。

③
 
国
家
図
書
館
所
蔵
本

の
書
影
は
橋
本
草
子

「『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
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と
郭
居
敬
L 
(
「人
文
論
叢
」

四
三
号
、

平
成
七
年
)
、 

「『
全
相
二
十

 

四
孝
詩
選
』
と
郭
居
敬

(
承
前
)
」 
(
「人
文
論
叢
」

五
五
号
、
平
成
十

 

九
年
)

に
紹
介
し
て
い
る
。

ω
 
橋
本
草
子

「『
日
記
故
事
』

の
現
存
刊
本
及
び

そ
の
出
版
の
背
景

に

 

つ
い
て
」 
(
「中
国
ー
社
会
と
文
化
」
一
二

号
、
平
成
十
八
年
六
月
)

㈲
 
阿
部
隆

一

『
増
訂
中
國
訪
書
志
』
 
(
昭
和
五
十
八
年
、
汲
古
書
院
)

 

一
一
七
頁
～

一
一
八
頁
。

⑥
 
③

の
二
書
を
参
照
。

ω
 
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

の
禿
氏
祐
祥

『
二
十
四
孝
詩
選
』
 
(昭
和
二
十

 

一
年

、
全
国
書
房
)
よ
り
複
写
。
以
下
、
十
～
十
三
頁

の
甲
本
の
挿
し

 
絵
も
同
じ
。

⑧
 
母
利
司
朗
氏

「竹

の
子
三
本
雪

の
中
-
孝
子
孟
宗
謳

の
日
本
的
展
開

 
l
」 
(
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
十
二
号
、

一
九
八
六
年
三
月
)

で

 

は
、
日
本
で
は
平
安
後
期
の

『今
昔
物
語
集
』

の
あ
た
り
か
ら

「竹

の

 
子
三
本
」
を
強
調
す
る
孟
宗
謳
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

 

て
い
る
。

B
本
で
は
生
え
て
い
る
筍

は
三
本
、
C
本
で
は
二
本
に
見
え

 

る
。

し
か
し
こ
れ
は
と
も
に
文
中

の

「出
筍

(箏
)
数
茎
」
に
対
応
す

 

る
も
の
で
特

に
三
本
を
意
識

し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

⑨
 
楊
香
故
事

の
出
典
は
劉
敬
叔

「異
苑
」
巻
十

の
楊
豊
の
息
女
楊
香

の

 
故
事

と
見
ら
れ
る
。
中
国
で
の
伝
承
は

お
お
む
ね
楊
香
を
女

児

と

す

 

る
。

⑩
 
原
文

の

「
得
黄
金

一
釜
」
の

「
釜
」
と
は
容
量

の
単
位
。

「
黄
金

の

 
釜
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
詳

し
く
は
宮
崎
市
定

『
謎

の
七
支
刀
』

 

(中
公
新
書
七
〇
三
)

一
五
八
頁
～

一
六
〇
頁
参
照
。

⑪
 
禿
氏
祐
祥

『
二
十
四
孝
詩
選
』
 
(
昭
和
二
十

一
年
、
全
国
書
房
)

⑫
 
甲
本
で
は

「
二
十
四
孝
」
の
す
ぐ
後

に
八
景
詩
そ
の
他
が
続
き
最
終

 
丁
に
伯
愈
が
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
世

の
改
装

の
時

の
乱
丁
で
あ
ろ

 
う
o

⑬
 
以
下
、
山
科
言
経
に
関
し
て
は
大
日
本
古
記
録

『言
経
卿
記
』
 
(
平

 
成
三
年
。
岩
波
書
店
)
附
載

の
解
題

に
よ
る
。

⑭
 
徳
田
和
夫

『
お
伽
草
子
研
究
』
 
(
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
、
三
弥
井

 
書
店
)
三
四
四
頁
～
三
四
七
頁
。

⑮

荒
木
良
雄

『
安
土
桃
山
時
代
文
学
史
』
(昭
和
四
四
年
、
角
川
書
店
)

 

一二

一
頁
。

⑯
 
小
高
敏
郎

『
近
世
初
期
文
壇

の
研
究
』
 
(昭
和
三
十
九
年
、
明
治
書

 
院
)
四
九
頁
。

⑰

庵
造
巌

「大
村
由
己
と
藤
原
慢
窩
」
・
(『
日
本
歴
史
』
 
一
九
七
八
年

 
十
月
号
)

⑱
 
堀
川
貴
司

『瀟
湘
八
景
 

詩
歌
と

絵
画
に
見
る

日
本
化

の
様
相
』

 

(
平
成
十
四
年
五
月
、
臨
川
書
店
)

一
四
〇
頁
～

一
四

一
頁
。

⑲
 
東
山
文
庫

1
1
8
/

2
/
1
0

「瀟
湘
八
景
詩
抄
」 
(ネ
ガ
番
号
2

 

2
8
0
)
堀
川
貴
司
氏

の
提
供
に
よ
る
。

⑳

⑱
参
照
。

〔貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文

庫
な
ら
び
に
龍
谷
大
学
図
書
館
、
紙
焼
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
堀

川
貴
司
氏
に
感
謝
し
ま
す
。〕
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